
平成 18 年 7 月～平成 18 年 9 月 

平成 18年 7月 

 
 

1階正面軸部及び壁板の組立の様子です。 
南東隅から北西隅に向かって見ています。 

 
平成 18年 8月 

 
 

2階の床組みです。東から西に向かって見ています。 
桟梁と出梁は享保 5（1720）年修理時のものです。 

 



 
平成 18年 9月 24日（日） 

 
 

組立中の様子をご覧いただくため、第4回市民見学会を開催しました。
約 140名の皆さんに参加いただきました。 

寝かせている土壁の匂いを体験してもらっています。 
平成 18年 9月 24日（日） 

 
 

第 4回市民見学会の様子です。 
1階の軸部や、積み直した石垣を見学していただきました。 
白色の柱は新材（ツガ）で、ハマグリチョウナ仕上げです。 



 
平成 18年 9月 24日（日） 

 
 

第 4回市民見学会の様子です。 
屋根の足場まで登っていただきました。 

小屋組と屋根野地の納まりの見本を見学していただきました。 
平成 18年 9月 24日（日） 

 
 

第 4回市民見学会での屋根野地の納まりの見本です。 
上からの写真です。 

 



 
平成 18年 9月 24日（日） 

 
 

第 4回市民見学会での屋根野地の納まりの見本です。 
下から、化粧垂木、化粧木舞、化粧裏板、野垂木 
野木舞、土居葺（サワラ）、瓦座（松）、瓦の順です。 

平成 18年 9月 

 
 

潜戸の八双金具取付跡の様子です。 
調査のため、当初の金具を初めて取り外しました。 

 



 
平成 18年 9月 

 
 

取り外した潜戸の八双金具（一部）です。 
調査のため、当初の金具を初めて取り外しました。 

 
平成 18年 9月 

 
 

小屋組組立の様子です。 
西面から東面に向かって見ています。 

写真左下の隅木は、腐朽により再用でききなかったため、新材です。

 


